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□ 今月の！検査室への質問に答えます�
PT正常，APTT延長，APTTクロスミキシング試験では	
インヒビターパターンが出現，外注による検査で	
ループスアンチコアグラント（LA）は陰性である症例に	
遭遇しました．これらの検査結果の解釈について相談を	
受けた場合，どのように対応すればよいでしょうか？ ..........  岡 周作	 190
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